
青木先生のご訃報に接して

“私はいま，机の上に一枚の紙を広げて懐かしい思いで眺めている．その紙の中央に
は小判形のテーブルの形が描かれ，その周囲には集まった人達の名前と所属が書き込ま
れている．佐々学先生を中心に，今村，浅沼，江原，黒佐，北岡，白坂，金子，山口，
大島，伊戸，松本，宮本，吉田，中田，茅根，和田，藤川，根本，鈴木の各氏，それに
青木の名が並んでいる．これは1973年6月22日，東京大学医科学研究所の会議室に東
京近郊で活発にダニ研究を開始していた人達が初めて集まり，「ダニ類研究会」が発足
したときのことである．”
これは記念すべき日本ダニ学会誌第1巻1号（1992年発行）に，故青木淳一先生が初
代学会長として加えられた序文の文頭で，「ダニ類研究会」は本学会の前身です．今，
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私の手元に青木先生がたぶん初めて執筆された一般書，「ダニの話─よみもの動物記─」
（1968年出版，北隆館；¥380 !!!）があります．これは先生が国立科学博物館に居られ
た30歳代前半に執筆されたものですが，平易かつ軽妙な文章の中に，まだ社会認知度
が低く，さらには社会での一般的なイメージの悪いダニという生物が，実は愛らしさや
学問的な面白さを持つ魅力的な生き物であることを世間に広く知ってもらおうとする高
い目的意識と，生物に対する深い愛情を感じる本です．
「滝しぶき苔むす岩にダニの紅」
「ダニの毛を数えてめしを食い忘れ」
とは，本書のあとがきにある先生の「……俳句だか川柳だか……」とのことで，温和な
お人柄が偲ばれると共に，学会での先生の笑顔が頭に浮かびます．
農林水産省の果樹試験場で，防除対照としてのハダニ対策という観点からダニ研究に
入った筆者は，残念ながら研究面で青木先生と親しく接する機会は多くはありませんで
した．それでも，先生が「ダニの生物学」（2001年出版，東京大学出版会）を編纂され
た際には，冷や汗をかきながら分担執筆をさせていただき，ついつい文章が難しくなっ
てしまう私の原稿に対して，丁寧にご指導いただいたのを覚えています．
青木先生のご訃報に接し，日本におけるダニ学創成期からの分類学と生態学の発展に
おける多大なご業績とその貢献，本学会へのご尽力に対して最大の敬意と感謝を表する
と共に，謹んで哀悼の意を表します．

刑部 正博（日本ダニ学会会長）

青木 淳一 博士（1935–2022）を悼む 
In Memoriam: Professor Jun-ichi Aoki（1935–2022）

本会名誉会員で，横浜国立大学名誉教授の青木淳一博士が，2022年11月11日，87
歳で御逝去された（以下，青木淳一先生）．青木先生は本会の前身であるダニ類研究会
を支えられた後，1992年の本学会の初代会長として，本学会の発足において指導的役
割を果たされ，長らく本会の運営についても大きく貢献された（青木，1992）．また，
2018年から国際ダニ会議の終身名誉会員であった（故今村泰二博士に次ぐ国内2人目）．
青木淳一先生のご専門は，ササラダニ類（土壌ダニ類）の生態と分類，および，ホソ
カタムシ類（昆虫類）の分類である．青木先生がご研究を開始され，ササラダニ類の最
初の新種記載論文（Aoki, 1958）が公開されたときには，日本から6種しか記録がな
かった．
しかし現在では日本から900種を超える種が記録されるに至った（Subias, 2023: 久
保田直 私信）．そのうち，約70%は新種で，青木先生あるいは関係者とともに，ある
いは関係者によって新種として記載された．さらに，そのうちの約70%は青木先生御
自身が発見され，新種として記載された約450種である．
また，青木先生は日本ばかりではなく，御自身で採集されたハワイ諸島，中国（雲南
省），台湾，韓国，インドネシア，それ以外に送られた標本としては，マリアナ諸島，
ニューギニア，タイ，マレーシア，フィリピンなどから150種以上の新種を発見，記載
された．さらに，日本に生息するホソカタムシ類は現在70種1亜種とされており，そ
のうち青木先生の約10年間の研究活動で18種1亜種が命名記載された（青木，2012，
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2013など）．
青木（2008）は，「ササラダニ類の多くの新種が記載出来たこと，これは自慢ではな
く，ササラダニが（ヨーロッパを除いて），特に日本を含むアジア地域において，いか
に調査が不十分であったかの証になるのである」と述べている．しかしながら，調査不
十分であるはずの日本から記録されたササラダニ類の種数は，ついに世界で一番となっ
た（Maraun and Scheu, 2000）．ササラダニ類は低緯度地域（赤道周辺）で種数が多く
なり，高緯度地域では種数が少なくなる傾向が明瞭にある．それでも，国ごとの種数
で，日本は圧倒的である．低緯度地域に広大な領土を持つブラジルでさえも576種にす
ぎない（Oliveira et al., 2017）．日本が，ササラダニ類の多様性を生み出すのに適して
いたのではなく，青木先生御自身の圧倒的な新種記載と，青木先生が育てられたプロ・
アマを問わない門下生のササラダニの研究者集団の成果に違いないのである．
さて，1935年6月京都市に生を受けられた青木先生は，学習院初等科，中等科，高
等科と進まれ，1958年3月に東京大学農学部農学科を卒業論文「日本産オニダニ科の
分類」をもって卒業された．1963年3月には，東京大学大学院生物系研究科博士課程
を修了され，博士論文「奥日光のササラダニ群集構造と植生および土壌との関連につい
ての研究」によって農学博士（東京大学）を授与された．
1964年に，ハワイ・ビショップ博物館昆虫研究部上席研究員，1965年に国立科学博
物館動物研究部研究官を経て，1975年4月に横浜国立大学助教授（同大学環境科学研
究センター），まもなく1977年4月には，横浜国立大学教授（同大学環境科学研究セン
ター）に着任された．
横浜国立大学環境科学研究センターに赴任された1975年から，それまでのササラダ
ニの分類学と生態学でのご研究に加え，土壌動物の環境指標生物としての利用と手法の
確立を進められた．1994年4月に横浜国立大学環境科学研究センター長，2000年4月
には神奈川県立生命の星・地球博物館長を務められ，2001年3月に同大学停年退官，
名誉教授となられた．
学会活動では，1976年から2年間土壌動物研究会会長を経て，1978年5月に初代日
本土壌動物学会会長を務められ，1992年1月に日本ダニ学会初代会長，そして，1994
年1月に日本動物分類学会会長と，その後も学会長職を歴任された．国内では，日本ダ
ニ学会，日本土壌動物学会，日本動物分類学会，そして，日本蜘蛛学会の4学会の名誉
会員であった．
受賞歴は1968年 日本動物学会論文賞，1989年 日本土壌動物学会賞，1998年 日本
動物学会賞，1999年 中山賞大賞，2001年 南方熊楠賞，2003年 日本生態学会功労賞，
そして，2008年 日本動物分類学会賞を受賞された．
さて，青木淳一先生のご研究で有名なものとして，ゾウムシの背中で暮らすササラダ
ニがまず挙げられるだろう．ニューギニアの森林で発見された翅が開かず飛べないゾウ
ムシの背中に着生する地衣の一種，その中に潜り込んで生活していたササラダニは，生
息場所も特異なら形態も特異であった．さらに当時，ササラダニの性的二型はあまり知
られておらず，オスメスで異なった形態によって，新属新種Symbioribates papuensis 
Aoki, 1966として記載新しい科Symbioribatidae Aoki, 1966を創設された．
森林のマイクロハビタット（微環境）のご研究は，世界中でよく引用される青木先生
の研究成果であり，青木先生の発想が独自性を持っていることを裏付ける研究成果では
なかろうか．この研究成果が発表されるまでは，世界中でササラダニの採集には，採土
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管などで土壌を採取するか，あるいは，場当たり的にコケなどを採取しダニを抽出する
ということが行われてきた．しかし，Aoki（1967）は，10メートル四方の林床のコケ，
地衣類，倒木，大きな倒木の下，倒木の皮，など，考えられる様々なマイクロハビタッ
トについて，それぞれ異なるササラダニ種が優占していることを明確に示した．おそら
く青木先生が幼いときから親しんでこられた昆虫採集で，その住みかを探す時の発想で
はないかと思われる．ダニ類はクモガタ類の仲間であり，それまでの世界のダニ学者が
昆虫採集の発想にたどり着くことはなかったのではないだろうか．
樹上のササラダニ群集についての青木先生のご研究も，よく世界中で引用されてい
る．このご研究にも青木先生の視点の独自性が表れている．ササラダニ類には胴感毛と
いう特殊な感覚毛が（ケダニ類などと比較して）大きく発達し，体の両側に1対つきだ
している（ケダニは複数対）．ササラダニの種を分けるためにもこの毛の形態が重要で
ある．余談だが，ササラダニの「ササラ」というのは，この毛が中華料理で使われる竹
の棒「簓（ささら）」に似ているためである．さて，Aoki（1973）はこの胴感毛を樹上
専門（樹上性）のグループ，土壌と樹上を往き来するグループ，土壌専門のグループと
分けたところ，樹上性の種だけがこの胴感毛が属や科を超えて，全て先膨れの短い胴感
毛である事を示した．土壌性のササラダニでは，この胴感毛が分類形質としてもっとも
大事であったのだが，樹上性のササラダニではこの形質が分類に使えないのだというこ
とを示したことになる．この研究成果は，青木先生が初めて参加されたチェコのプラハ
での国際ダニ会議で，多くの関心を集めたという（青木，2008）．
1980年のボルネオの熱帯雨林のダニと土壌動物の調査によって，青木・原田（1982）
は土壌動物の変遷を明瞭に示した．焼畑農業から，自然林までの土壌動物をサンプリン
グし持ち帰り，青木先生は30名近い専門家に，種ではなく属レベルで，かつ，半年の
同定で依頼された．熱帯の土壌動物なので，種レベルなら10年はかかると判断された
からだった．みごとに半年で同定結果が集まり，その結果をまとめてみると，自然林が
焼畑農業で失われると多くの土壌動物がいなくなった．しかし，チガヤ草原，低木林，
陽性二次林，そして二次林へと植生が回復していくにしたがって，土壌動物も回復して

青木 淳一 博士と，里子 奥様
（2012年，スペインにて，ご遺族提供）
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いった．しかし，一部の分類群だけは自然林が消失してしまうと二度と回復してこな
かった．土壌動物の回復が明瞭に示されると共に，一度，自然林が破壊されると，ほぼ
永遠に失われてしまう土壌動物やダニのグループがいることもわかったのである．
ササラダニ類を環境指標に用いる手法の確立は，青木先生の横浜国立大学時代の大き
な成果である．自然林，二次林，人工林，草原，牧草地，果樹園，都市公園，道路植栽
など，人為的干渉の度合いがことなる環境を，日本列島2900地点から得られたササラ
ダニ種を選び整理してみると，ちょっとした人間の影響で姿を消してしまう種，それほ
ど影響を受けない種，相当劣悪な環境になってもしぶとく生き残る種があることがわ
かった．これを逆手にとって，ある環境のササラダニ群集の種組成を調べれば，その環
境の自然性が判定できるという考え方から，環境の変化にはっきりと反応を示すササラ
ダニ100種を選び，人為干渉にもっとも弱い（敏感な）種を5点，もっとも強い（鈍感
な）種に1点，その間の種に4，3，2点という評点を与えた．出現した種の評点を平均
したものを環境の自然性の高さの指標としたのである（青木，1995，2008など）．
ササラダニ類の環境指標化は，青木先生が横浜国立大学の環境科学研究センターに赴
任されたために，取り組まれたご研究であるが，日本から6種しか記録がなかったササ
ラダニ類において，多数の種にコツコツと名前を付けて来られたからこそ，成り立った
研究成果であった．名前が付けられていなければ，そもそも同定が出来ないので，環境
指標化は成立しなかった（青木，2008）．
なお，環境指標化のための土壌試料の採取方法として青木先生は，「拾い取り法」を
提唱されている（青木，1978）．これは周囲のマイクロハビタットを少しずつ，サンプ
リングすることによって，従来の採土管を土壌に複数打ちこんで定量的に採集する方法
よりも，その環境に生息するササラダニの多くの種をより効率的に採集できると言う土
壌試料の採取方法である．前述したマイクロハビタットのご研究から発案された，青木

青木 淳一 博士（1935–2022）
「青木淳一教授 退官記念文集」より

（2001年，ご遺族提供）
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先生らしいオリジナルな方法である．この方法は，ササラダニ類の環境指標化の手法と
して用いられている．青木先生の環境指標化の論文は残念ながら日本語の論文が多いた
め，充分に海外に広く伝わっていない．筆者は英語でこの一部を紹介した（Shimano, 
2011）．
ササラダニ類の分類学的研究で，青木先生が多くの成果をあげられた訳であるが， 

Archegozetes longisetosus Aoki, 1965の新種記載が，世界のササラダニ研究に大きな影響
を与えていることは，日本では意外に知られていない．土壌動物学者の今立源太郎博士
（カマアシムシの専門家）を含む採集隊によって，マレー半島から持ち帰られた約1万
頭のササラダニ類の標本の中から，青木先生がドイツ語で本種をタイの標本をもとに記
載された（Aoki, 1965a）（青木先生の初期の新種記載はいずれも先生が得意とされてい
たドイツ語である）．その後，A. longisetosusは，ニューヨーク州立大学のR. A. Norton
博士によって，ニューヨーク州産の個体をもとに，飼育系が確立し，ササラダニ類のモ
デル生物として，Thomas（2000）から始まり，20年ほどの間に，発生，遺伝，形態，
化学生態，生態毒性などに関する研究，70報告以上が行われた（Heethoff, et al., 
2013）．これらの論文の多くにはタイトルに，「Archegozetes longisetosus Aoki, 1965」と
記載者としての青木先生の名前が明快に記されているのは，日本人として誇り高い．
東アジアに主に分布しているイカダニ科を分類学的にまとめた83ページにも及ぶリ
ビジョン（Aoki, 1965b）は，分類学者としての青木淳一先生の名前をさらに有名にし
た．また，これもまた分厚い論文である，現在のイレコダニ上科とヘソイレコダニ上科
の89ページに及ぶリビジョン（Aoki, 1980）も，よく知られている論文である．
面白い種としては，マレーシアから新種として記載された，奇妙奇天烈な格好のエボ
シダニ（Idiozetes erectus Aoki, 1976）は，当時，新科Idiozetidaeを創設されたくらい
で，所属さえも良く解っていなかった（現在は，ドテラダニ科Eremaeozetidaeに所属
するのではないかと考えられている： Colloff, 2012）．
青木先生が新科新属新種として記載されたAribates javensis Aoki, Takaku and Ito, 
1994も面白いダニである．Ito and Takaku（1994）によって，カドフシアリの一種の
巣の中から発見されたダニは，ブヨブヨしていて自分では歩けない．アリが移動を手伝
い，餌もアリが与える，さらに脱皮もアリが手伝うというものであった．しかし，餌が
なくなると最終的にアリによって捕食される，「非常食」であったのだ．青木先生は，
この大変不思議な生活をするダニに，「アリバテス・ジャウェンシス」というアリにち
なんだ新しい属名を与えられた（ジャワ島で発見されたという意味の種小名）．このダ
ニは，1科1属1種で，現在も所属が不明である（Subías, 2023では，ドテラダニ上科
Eremaeozetoideaに所属しているが，理由は明確に示されていない）．
なお，エボシダニ，ドテラダニ，イカダニ，ヘソイレコダニ，コソデダニ，そして，
オトヒメダニなど，親しみやすい和名を付けられたことも（靑木，2016），ササラダニ
に興味を持った研究者集団が形成された原因のひとつであるだろうし，中学校1年生用
の教科書（「自然の小さな診断役」という題名で光村図書・国語，1993年から2001年
まで掲載）に，ササラダニの和名が散りばめられた青木先生の著作が掲載された理由の
ひとつかも知れない（加藤，2013）．
再び，青木先生のユニークなご研究に戻りたい．本物の「街のダニ」の研究は青木先
生のユニークさが現れている研究成果だろう．東京の銀座のデパートの屋上で見かけ
た，タイルの隙間のコケを車の鍵ではぎ取り，タバコの箱にいれて持ち帰り，その中の
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ダニを調べたところ，日本未記録のシワイボダニ科のダニがみつかったのである（青
木，1983，2000）．後に，神戸，JR三宮駅のプラットフォームをタイプ産地として，
シワイボダニScutovertex japonicus Aoki, 2000と記載命名された．同様に，横浜国立大
学の側の歩道橋のステップをタイプ産地として新種記載されたヨコハマコイタダニ
Oribatula  (Zygoribatula) vicina（Aoki, 2000）など，日本全国のコンクリート建造物のコ
ケに生息するササラダニ類をまとめられた（青木，2000）．あわせて20種のササラダニ
がこれらのコケから見つかった．
このうち，サカモリコイタダニはシワイボダニと同じく，都会の劣悪な環境に好んで
生息しているらしく，道路の植え込みなどの土壌から多数発見される．しかし，人間が
コンクリート建造物を作ったのはごく最近のことであり，どこかの自然環境の中に彼ら
の本来の生息場所があると青木先生は考えられて，その場所を突き止めたいと思うよう
になられた．長崎県の壱岐の海岸で，岩場の風衝低木林に目にとめられた．潮風に強い
常緑低木が乾燥した岩場にしがみつくように生えて，人間の影響はほぼない自然植生で
あった．するとみごとに，この低木林の土壌試料からサカモリコイタダニが多数出てき
たという．本種の「ふるさと」が見つかった瞬間である．
「都市の高速道路の下の植え込みは風に吹きさらされて乾燥し，土壌も貧弱で，海岸
の風衝低木林にそっくりではないか，おそらく，風に吹き飛ばされて空中を飛んできた
サカモリコイタダニは都会の道路植栽に着地すると，ここは自分たちの故郷と同じだと
思って住み着いたのであろう」（青木，2008）．もう一種のシワイボダニは，筆者も青
木先生と一緒に様々な場所で，石灰岩質の岩に生えているコケをねらって調査した（青
木，2009）．しかし，未だにシワイボダニは自然環境からみつかっていない．
南西諸島のササラダニ類は（青木，2009），青木先生が特に好まれた琉球列島（南西
諸島）のササラダニ類323種の生物地理学的研究である．琉球列島には三宅線，渡瀬線，
蜂須賀線などの有名な生物分布の境界がある．ササラダニの分布は境界線などとは無関
係だと青木先生は予測されていたが，分布図を整理されてみると意外にもこの境界線を
まもっている種が多いことがわかった．また，島の面積×高さとササラダニの種数は一
致していた．つまり，島の面積が大きいほど，標高差があるほど，その島が多様な環境
を持っていることになるので，ササラダニの種数と相関が見られたのである．言うのは
簡単なことであるが，南西諸島は膨大な数の島から成り立っている．この人間が住む全
ての島のササラダニのデータを集約されているのであるから．説得力が格段に違う．余
談ではあるが，青木先生は，南西諸島だけではなく，日本全国の人間が住む島を全て踏
破されている．
「調査を終わって，日本の亜熱帯は世界で生物多様性が最も高い地域ではないかと言
う感を強くしています．美しく愛すべき島の自然の中，昼間は森の地表堆積物を拾いま
くり，夜は焼酎，泡盛，飛び魚，島ラッキョウ，島豆腐……40年にわたる調査行の苦
労と楽しさを思い出しています．」とは，青木先生の御言葉である（青木，2009を送っ
ていただいたときに，添えられていた青木先生からのお手紙より）．
みんなで，美味しいものを食べてワイワイ騒ぐのが青木先生は大好きであった．日本
ダニ学会大会でも，学会前にテニス大会を開き，また，泊まり込みの学会大会として，
若い学会員から，著名な学会員までの交流を持つように推進されたことが，今日の日本
のダニ研究者の繋がり，ダニ学の礎を築いていると言っても過言ではないだろう．
海外の研究者のご指導にも多くの力を注がれた．韓国，中国，台湾，モンゴルの土壌
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動物学，ササラダニ研究の黎明期に，青木淳一先生がご協力・ご指導なさった研究者
が，その後その国の土壌動物学やササラダニ研究の礎を築かれている（Wen et al., 
1984; Choi and Aoki, 1985; Aoki and Wang, 1986; Bayartogtokh and Aoki, 1997; 青木
ら，1997など）．
この追悼文を閉じる前に，書いておかなければならないことがある．それは，世界
中，どこに行っても，「Prof. Aokiのササラダニの絵はとにかく美しい」と絶賛される
ことである．その証拠に，Krantz and Walter（2009）や，Behan-Pelletier and Lindo
（2023）などの大きな教科書には，青木先生の許可を得て，青木先生のたくさんの数の
新種記載に使われたササラダニの図が掲載されている．長年コツコツと，誰も成し得な
いようなササラダニ研究の業績を打ち立てられ，日本を世界一のササラダニの多様性の
国（世界一ササラダニ種がたくさん記録された国）とされた青木先生．世界のダニ学者
が集うメーリングリストに，青木先生御逝去の連絡を送ると，世界中のあらゆる分野の
ダニ学者から数多くの追悼のメッセージを頂いた．
青木淳一先生の最後のお言葉は「もうやるだけのことは，やりきった」であった，と
奥様からお伺いした．日本が世界に誇るダニ学者のひとり，青木淳一先生のご冥福を心
から祈りたい．

島野 智之（法政大学自然科学センター）
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